企業にとつての特許管理の重要性　トップに戻る
     「あの時、特許出願しておけば・・・・・」
　　 「あの時、キツチリ調査しておけば・・・・・！」 　　では遅い！！！
     中小・企業の特許管理は、超大手企業の特許管理とは大きく異なる。
　　  
     　超大手の場合、調査担当、出願担当、契約担当など各担当別に人員が配置され
　　 ています。しかし中小・企業では、このようには行きません。特許担当者は、よ
　　 くて選任者が一人、多くは兼任者です。 
     　さらに、少ない人数で、調査、出願、契約などあらゆる分野の仕事をする事と
　　 なります。
     　また、兼任者では、多くの場合、開発、設計等の仕事をしながら関連特許を調
　　 べる。どうしても特許の様な面倒な仕事は後手に回ります。
　　 　特許管理・対策の失敗はボデイーブローです。後からじわじわ攻めてきます。
　　   
     　超大手企業特許部門（担当者）から見れば、中小・企業の特許部門（担当者）は、
　　　 「赤子の手を捻る様な物」です。これが現実です。
　　 　この様な状況で、中小・企業での特許管理は、効率が要求されるとともに、特
　　 許管理に力を入れて行かないと大手企業と対等に渡り合って行けません。
     　開発技術や、新製品の技術について、調査し、特許出願することは重要ですが、
　　 もっと重要なのが、これらについて継続的にフォローして行くことです。
　　 
     大手企業の特許部門でも、最近では世代交代が進みベテランと言う方々が他部署に
　　 移動・転籍等となり素人集団化して来ています。大手企業の特許部門と言っても、
　　 うかうかできない時代となっているのです。（蟻に像が倒される時代なのです。）
　　　　　Ｉｎｖｅｓｔｉｇａｔｉｏｎ　＆　Ｃｏｎｓｕｌｔｉｎｇ
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